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唐沢山…藤原秀郷公の居城趾で、深い歴史を持つ山

八
坂
神
社
の
由
来

　

八
坂
神
社
は
今
か
ら
約
８
０
０
年
程

前
の
土つ

ち

御み

門か
ど

天て
ん

皇の
う

の
建
仁
２
年
の
頃
、

い
た
る
所
で
悪
疫
が
流
行
し
、
疫
除
け

と
五
穀
成
就
の
た
め
旧
葛
生
町
牧
の
地

に
一
社
を
勧
請
し
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

を
祀
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
洪
水
で
多
く
の
民

家
と
と
も
に
社
殿
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
こ
ろ
、
石
川
某
と
い
う
男
性
が
こ

れ
を
拾
い
現
在
地
に
一
社
を
創
建
し
、

神
幣
、
神
鏡
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

祇
園
祭
の
由
来

　

８
６
９
年
（
貞じ

ょ
う

観が
ん

11
年
）、
全
国
の

国
の
数
を
表
す
66
本
の
鉾
を
卜う

ら
べ
の部
日ひ

良ら

麿ま
ろ

が
立
て
、
そ
の
鉾
に
諸
国
の
悪
霊
を

移
し
宿
ら
せ
る
こ
と
で
諸
国
の
穢け

が

れ
を

祓は
ら

い
、
神
輿
3
基
を
送
り
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

の

化
身
と
さ
れ
た
牛
頭
天
王
を
祀
り
御ご

り
ょ
う霊

会え

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
年
の
御
霊

会
が
祇
園
祭
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。

葛
生
八
坂
神
社
祇
園
祭

　

毎
年
７
月
の
第
３
金
曜
日
、
土
曜
日

に
葛
生
の
本
町
、
倭
町
、
相
生
町
が
３

町
会
合
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
祭
り

で
は
、
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
命
が
お
遷
り
に
な
っ
た

神
輿
を
繰
り
出
し
、
毎
年
氏
子
た
ち
が

か
つ
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
烏
帽
子
を

か
ぶ
り
、
狩
衣
を
ま
と
っ
た
八
坂
神
社

の
宮
司
が
天
狗
（
猿さ

る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

田
彦
命
）
と
お
か

め
（
天あ

め
の
う
ず
め
の
み
こ
と

宇
受
売
命
）
と
と
も
に
御
神
輿

を
お
供
し
て
歩
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
月
18
日
（
金
）・
19
日

（
土
）
に
開
催
し
、
３
町
会
の
子
ど
も

達
を
乗
せ
た
山
車
３
台
が
町
内
を
練
り

歩
き
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

祇
園
祭
を
終
え
て

　

本
町
前
川
昭
一
町
会
長
談
「
ふ
る
さ

と
の
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
た
八
坂

神
社
祇
園
祭
が
盛
大
に
終
わ
り
、
年
番

町
会
の
町
会
長
と
し
て
今
は
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
素
晴
し
い
お
祭
が

運
営
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、

例
年
以
上
の
多
く
の
皆
様
の
協
力
の
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
こ
そ
伝
統
あ
る
３
町

内
の
「
絆
」
だ
と
思
い
ま
す
。
お
祭
は

地
域
文
化
の
結
晶
で
す
。
伝
統
を
守
り
、

継
承
し
て
い
く
に
は
、
祭
を
支
え
て
く

れ
る
裏
方
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
年
々
減
少
す
る
若
者
を
中

心
と
す
る
現
役
の
「
警
備
隊
員
」
の
不

足
を
Ｏ
Ｂ
が
如
何
に
支
援
し
て
い
く
の

か
。
今
後
は
、
女
性
や
中
高
生
の
参
加

を
呼
び
か
け
、
よ
り
幅
広
く
運
営
し
て

い
く
こ
と
が
、
伝
統
継
承
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。」

葛生
（本町・倭町・相生町）
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　８月に佐野・堀米地区、11 月に
植野・界・犬伏地区、２月に旗川・
吾妻・赤見地区の町会長と市長と
の懇談会を開催しました。
　新庁舎建設工事についてや高齢
者の医療費について、交通安全及
び防犯に関する地域での啓蒙につ
いて話し合いを行いました。

　７月 18 日（木）全町会長を
対象とした視察研修会を川崎
市：「かわさきエコ暮らし未来
館」において実施しました。
　地球温暖化問題、太陽光発
電などの再生可能エネルギー、
資源循環の３つのテーマにつ
いて学び、家庭や地域で行え
る節電やリサイクルについて
研修を行いました。

　会報を２回発行いたしまし
た。今後も市民の皆さんに、
町会や町会長連合会の活動に
ついて多くの情報をお送りし
ます。また、他市から佐野市
への視察受入れや栃木県自治
会連合会事業へも積極的に参
加しました。

　栃木環境美化県民運動に合
わせ、５月 26 日（日）に全
町会による一斉清掃を実施し
ました。約 10t のごみを回収
しました。また、道路愛護月
間に併せ、８月の第１週の日
曜日にも町会による一斉清掃
を実施しました。

町会は地域において様々
な役割を担っています！
町会は住民の皆さんと共に災害時の対
応、隣近所との絆づくり、いざという時
の相互扶助など地域のた
めに様々な活動を行って
いる団体です。町会活動
に対してより深いご理解
をいただき、積極的に参
加してください。

●安全 ･ 安心な暮らしを守る活動　　町会では子どもたちの安全を守
るための自主防犯パトロールや自主防災の組織をつくっています。
また、防犯灯の維持管理や交通安全活動も町会が行っています。

●親睦交流活動　円滑な地域社会を進めるうえで、地域の人々が交流
することは非常に重要です。町会では、お祭りや子ども会、敬老会
への協力を通して子どもから高齢者までの暮らしを後押ししています。

●環境美化活動　地域で快適に暮らせるよう、清掃活動を通しての環
境美化活動を行っています。ごみ集積所の管理運営も町会が行って
います。

●地域情報活動　地域の事業案内や市役所・学校・警察などからの生活
に必要な情報を回覧板や広報の配布を通して、提供しています。災害
時などの緊急時においても有効的な手段であると言われています。

平成26年度の主な事業

全市一斉清掃・
道路愛護活動

そ　の　他

視 察 研 修市長との懇談会

市長との懇談会
市長と町会長との懇談
会を開催します。地域
における課題や今後の
佐野市について話し合
い、町会と行政の連携
を図ります。

その他として
●視察研修
●全市一斉清掃
●永年表彰
●福祉、教育、文化団体・
会議などへの参画
●栃木県自治会連合会
事業への参加等

行政と町会について
行政と町会との関係に
ついて、その内容を整
理し協働体制がとれる
ような課題に取り組ん
でまいります。

会報の作成
市民の皆さんに、より
多くの町会に関する情
報をお知らせするため、
会報を年２回発行いた
します。

平成25年度の事業報告（概要）
平成25年度は主に次の事業を行いました
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新潟県見附市

　

８
月
19
日
（
火
）
田
沼
中
央
公
民
館

に
お
い
て
田
沼
地
域
の
町
会
長
が
出
席

し
、
岡
部
市
長
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
市
長
と
の
懇
談
会
で
は
旧
田

沼
町
の
町
会
長
で
組
織
し
て
い
る
、
旧

田
沼
地
域
町
会
長
会
が
主
導
し
て
懇
談

会
へ
臨
み
、
市
長
へ
今
後
の
展
望
や
、

地
域
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

議
題
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
論
す
る
テ
ー
マ
を
「
合
併
10
周
年

の
評
価
と
検
証
」～
10
年
間
で
中
山
間

地
の
振
興
は
図
ら
れ
た
か
～
と
し
、
事

前
に
39
町
会
長
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果

を
ふ
ま
え
て

田
沼
地
域
に

あ
る
様
々
な

行
政
課
題
に

つ
い
て
、
要

望
等
を
含
め

て
真
摯
に
懇

談
を
行
い
ま

し
た
。

　

懇
談
の
内

容
を
、
①
合

併
の
是
非
を

問
う
②
河
川
・

道
路
行
政
を

問
う
③
生
涯

学
習
の
拠
点

と
し
て
の
公

民
館
問
題
の

今
後
の
取
り

組
み
方
を
問

う
④
今
後
の

中
山
間
地
振

興
策
を
問
う
、

の
４
点
に
焦

点
化
し
、
町

会
内
で
の
具

体
的
事
例
等

を
も
と
に
し

た
要
望
・
意

見
な
ど
活
発
に
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
各
町
会
か
ら
出
さ
れ
た

要
望
を
市
長
と
の
一
問
一
答
方
式
で
行

う
懇
談
で
し
た
が
、
今
回
、
参
加
者
全

員
が
抱
え
て
い
る
共
通
課
題
を
も
と
に

話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
一
歩

前
進
し
た
懇
談
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
事
前

に
10
町
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
等
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
口
頭
回
答
や
文
書

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
７
月
17
日
（
木
）、
市
町
会
長

連
合
会
で
は
、
新
潟
県
見
附
市
を
訪
問

し
、
見
附
市
の
行
政
の
現
状
視
察
研
修

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
「
見
附
市
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て
」「
見

附
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
」
の
二

つ
で
し
た
。

　

特
に
、
空

き
家
対
策
に

つ
い
て
は
、

佐
野
市
内
の

ほ
と
ん
ど
の

町
会
に
お
い

て
、
速
や
か

な
解
決
を
求

め
ら
れ
て
い

る
課
題
で
あ

り
、
当
連
合

会
と
し
て
も

重
要
な
課
題

と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

見
附
市
で
は
、
空
き
家
対
策
の
条
例

が
制
定
さ
れ
、
老
朽
危
険
空
き
家
が
推

進
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

先
進
地
域
の
現
状
を
学
べ
た
こ
と
は
、

今
後
の
町
会
活
動
に
お
い
て
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

空
き
家
対
策
に
関
す
る

条
例
制
定
の
要
望
書
を
市
に
提
出

　

連
合
会
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
実
効
性
の
あ
る
空
き
家
対
策
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
条
例
の
制
定
が
必

要
と
考
え
、
８
月
12
日
付
で
当
連
合
会

か
ら
市
長
へ
、「
空
き
家
対
策
に
関
す

る
条
例
制
定
の
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
生
活
環
境
の
保
全
並
び
に
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た

め
に
一
刻
も
早
く
、
実
効
性
の
あ
る
空

き
家
対
策
を
行
え
る
よ
う
、
市
と
協
働

し
な
が
ら
当
連
合
会
と
し
ま
し
て
も
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

町
会
長（
田
沼
地
域
）と
市
長
と
の
懇
談
会
を
実
施

今
後
の
中
山
間
地
の
振
興
策
を
語
り
合
う

空
き
家
対
策
の
現
状
を
学
ぶ

町
会
長
連
合
会
、新
潟
県
見
附
市
を
訪
れ
る



上羽田町会  閑馬上町会
佐野市では住民主体のより良い地域をつくるために、地域住民の助け合いや良
好な生活環境の保全、地域の一体感の醸成などの地域の課題に、住民が主体と
なって取り組む元気な地域活動を助成金の交付などによって支援しています。
詳しくは佐野市市民活動促進課までお問い合わせください。

佐野市市民活動促進課　佐野市亀井町2658番地1
電話 : 20－3812　FAX : 22－9104　E-mail : siminkatudou@city.sano.lg.jp

お 申 込 み
お問い合せ先

市民活動モデル町会
支援事業とは？

上羽田上羽田

閑馬上閑馬上
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上
羽
田
町
会
は
、
市
の
南
西

部
に
位
置
す
る
町
会
で
す
。

　

ふ
く
ろ
う
隊
と
は
、
上
羽
田
町
会
に

お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
団

体
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、
地
元
の
神

社
で
子
育
て
す
る
ふ
く
ろ
う
に
ち
な
ん

で
命
名
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
60
代
男
性
を
中
心
に
、
町
内

の
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り
ぐ
ら
し
世
帯

の
見
守
り
と
庭
木
の
手
入
れ
や
、
公
民

館
や
通
学
路
、
河
川
堤
防
な
ど
で
の
除

草
作
業
を
行
い
ま
す
。
昨
年
の
４
月
に

は
、
警
察
・
保
健
所
と
連
携
し
、
休
耕

田
に
群
生
し
た
「
ア

※

ツ
ミ
ケ
シ
」
の
除

去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
財
保
護
や
Ｐ
Ｒ
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、「
地
域
の
宝
を
後
世

に
継
承
す
る
」
と
い
っ
た
強
い
意
志
の

も
と
、
町
内
で
活
発
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ふ
く
ろ
う
隊
横
塚
和
夫
隊
長
談
「
高

齢
化
が
進
む
中
、
ふ
く
ろ
う
隊
の
後
継

者
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
の
協
力
も

あ
り
、
今
後
さ
ら
に
活
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

※
ア
ツ
ミ
ケ
シ
…

ケ
シ
科
の
植
物
で
、

日
本
で
は
あ
へ
ん

法
で
栽
培
が
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
る

種
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

閑
馬
上
町
会
は
、
市
の
北
西

部
に
位
置
す
る
町
会
で
す
。

　

近
年
、
同
町
会
で
は
獣
害
が
目
立
ち
、

住
民
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
対
策
を
行
う
た
め
「
里
山
を
守
る

会
」
は
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
の
被
害
か
ら
里
山
や
集
落
周
辺

を
守
る
た
め
、
里
山
の
雑
草
を
食
べ
る

ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
を
放
牧
し
て
里
山
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
14
日
、
閑
馬
上
町
会

の
里
山
林
で
、「
ヤ
ギ
・
ヒ
ツ
ジ
小
屋

の
完
成
を
祝
う
会
」
が
行
わ
れ
、
会
場

に
は
、
都
会
か
ら
の
協
力
者
の
方
々
や

地
元
の
こ
ど
も
た
ち
な
ど
、
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、
ヤ
ギ
と
触
れ
合
っ
て
い

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
に

よ
る
除
幕
式
や
記
念
撮
影
が
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ヤ
ギ
・
ヒ
ツ
ジ
を
活
用
し
た

地
域
お
こ
し
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

閑
馬
上
町
会
木
村
弘
町
会
長
談
「
将

来
的
に
は
町
会
内
の
耕
作
放
棄
地
を
無

く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
都
会
か
ら
訪
れ
た
方
々
が

閑
馬
上
町
会
の
魅
力
を
感
じ
、
永
住
し

て
く
れ
る
事
に

も
期
待
し
て
お

り
、
よ
り
一
層

地
域
を
活
性
化

し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。

編
集
後
記

発　

行　

者　

佐
野
市
町
会
長
連
合
会　
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発
行
責
任
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篠
﨑
芳
朋　

編
集
部
会
長　

飯
田
明
生

編
集
部
会
員　

石
山
悦
雄　

室
岡
宣
幸　

長
谷
川
博

　
　
　
　
　
　

小
早
川
房
平　

栁
澤
敬
一

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
全
域
１
６
７
町
会
で

　

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
祭
。
か
つ
て
は
、

地
域
住
民
の
憩
い
と
集
い
の
場
で
あ
り
、

人
々
の
絆
を
つ
な
ぐ
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
近
年
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

り
、
祭
り
の
灯
が
各
地
で
消
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
培
わ
れ
た
住
民
間
の
絆

も
薄
ら
い
で
き
ま
し
た
。

◆
旧
葛
生
地
域
で
開
催
さ
れ
る
八
坂
神

社
祇
園
祭
は
圧
巻
で
す
。
本
町
・
倭
町
・

相
生
町
の
3
町
合
同
祭
事
。
年
番
町
会

の
ご
苦
労
に
感
謝
で
す
。
今
後
、
継
承
に

当
た
っ
て
は
多
く
の
課
題
を
乗
り
切
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
。
祇
園
祭

の
灯
が
絶
え
な
い
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

◆
空
き
家
対
策
に
関
す
る
条
例
制
定
の

要
望
書
提
出
。
研
修
の
成
果
を
行
動
へ

と
。
町
会
長
連
合
会
の
快
挙
と
い
え
よ

う
。
速
や
か
な
実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
各
町
会
の

活
動
が
新
鮮
、
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

町
会
長
の
指
導
力
が
的
確
に
反
映
さ
れ
、

住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
活
動
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
何
か
一
つ
で
い
い
。

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
編
集
部
会
長　

飯
田
）

ふ
く
ろ
う
隊

里
山
を
守
る
会


